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帝
京
大
学
医
学
部
救
急
医
学
講
座（
総
合
診
療
科
）　
教
授
　
金
城 

謙
太
郎

教
授
就
任
の
ご
挨
拶

プ
ラ
イ
マ
リ・ケ
ア
の
発
展
と
地
域
の
健
康
問
題
解
決
に
貢
献
し
ま
す
。

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-1498
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部救急医学講座 （総合診療科） 教授
金城 謙太郎　（きんじょう けんたろう）
1995 年 慶應義塾大学医学部卒
1995 年 慶應義塾大学病院内科研修医、内科大学院入学（血液内科学専攻）
2004 年 米国カルフォルニア州立大学（UCLA）小児血液腫瘍科留学
2007 年 横須賀米海軍病院インターン
2010 年 亀田総合病院・亀田ファミリークリニック館山 家庭医療プログラム
2011 年 麻生飯塚病院、飯塚・頴田家庭医療プログラム、在宅医療フェロー
2015 年 亀田森の里病院 総合診療科
2019 年 5 月より現職
専門 プライマリ・ケア、家庭医療、総合診療、総合内科

　
2
0
1
9
年
5
月
か
ら
帝
京
大
学
医
学
部
救
急

医
学
講
座
総
合
診
療
科
に
赴
任
し
ま
し
た
金
城
謙

太
郎（
き
ん
じ
ょ
う
け
ん
た
ろ
う
）で
す
。私
は
慶

應
義
塾
大
学
を
1
9
9
5
年
に
卒
業
後
、内
科
研

修・
血
液
内
科
大
学
院
で
白
血
病
研
究
と
臨
床
を

行
い
、
研
究
留
学
中
に
F
a
m
i
l
y 

M
e
d
i
c
i
n
e（
家
庭
医
療
、プ
ラ
イ
マ
リ・

ケ
ア
）
に
出
会
い
ま
し
た
。乳
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
老
若
男
女
の
健
康
問
題
に
幅
広
く
対
応
し
、外

来・
入
院・訪
問・救
急
診
療
を
、他
の
診
療
科
と
協

力
し
な
が
ら
地
域
の
健
康
問
題
の
解
決
に
尽
力
し

て
い
ま
し
た
。当
時
の
日
本
で
は
未
発
達
な
領
域

で
あ
り
、帰
国
後
は
、米
海
軍
病
院
で
の
研
修
に

始
ま
り
、地
域
の
基
幹
病
院・コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ホ
ス

ピ
タ
ル（
中
小
病
院
）・ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
、家

庭
医
療・プ
ラ
イ
マ
リ・ケ
ア
の
研
鑽
、地
域
の
健

康
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。具
体

的
に
は
、急
な
病
気（
感
冒
、発
熱
、痛
み
等
）
の

外
来
や
救
急
で
の
初
期
対
応
、一
般
的
な
慢
性
疾

患（
高
血
圧
、糖
尿
病
、高
脂
質
血
症
等
）と
健
康

増
進（
予
防
接
種
、が
ん
検
診
等
）
を
外
来・
入
院

で
、自
宅
で
過
ご
す
希
望
を
叶
え
る（
ご
高
齢
の

方
、が
ん
の
方
）訪
問
診
療
を
拡
充
し
、大
学
病
院

家
庭
医
療
研
修
医
を
指
導
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
よ
り
、日
本
で
1
9
番
目
の
新
し

い
診
療
科
で
あ
る
総
合
診
療
科
と
し
て
、小
児

科
、内
科
、救
急
医
療
、在
宅
医
療
、医
療
資
源
の

乏
し
い
地
域
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
て
プ
ラ

イ
マ
リ・ケ
ア
を
研
修
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。帝
京
大
学
で
の
総
合
診
療
、プ

ラ
イ
マ
リ・ケ
ア
研
修
の
発
展
と
、帝
京
大
学
病
院

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
で
医
療
貢
献
し
て
い
る

医
療
従
事
者
の
方
・々多
職
種
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
、み
な
さ
ま
と
地
域
の
健
康
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
将
来
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。具
体

的
に
は
、総
合
診
療
E
R
で
1・2
次
救
急
車
対
応

を
行
い
、数
年
間
で
定
期
外
来
、訪
問
診
療
、健
康

教
室・研
究
等
で
地
域
の
健
康
問
題
を
解
決
で
き

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
の
新

し
い
総
合
診
療
科
で
す
が
、皆
様
方
の
健
康
問
題

の
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
の
で
、今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

General Medicine／Emergency Medicine

家庭医療・総合診療の活躍する場所

外来診療

入院診療

救急専門医
臓器別専門医
内科・外科系

専
門
医
多
職
種

と
の
連
携

コミュニテイ
ホスピタル 大学病院開業医

訪
問
診
療

自宅・施設 乳幼児、学童、
成人、高齢者

１/2次救急 地域連携・研究 公
衆
衛
生
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帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座（
腫
瘍
内
科
）　
准
教
授
　
渡
邊 

清
高

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-1498
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部内科学講座（腫瘍内科）　准教授
渡邊 清高　（わたなべ きよたか）
1996年東京大学医学部卒。内科、救命救急研修を経て、2003年東
京大学消化器内科。2008年国立がん研究センターがん対策情報セ
ンター、中央病院総合内科、2014年より現職。最新のがん診療と薬
物療法の開発に携わるとともに、がんのゲノム医療の基盤整備、地域
で療養するがん患者さん・ご家族を支える連携のモデルを発信して
います。外来は木曜日。

「
が
ん
の
ゲ
ノ
ム
医
療
」で
は
、が
ん
に
関
わ
る
遺

伝
子
情
報
全
体（
ゲ
ノ
ム
）
を
診
療
に
活
用
す
る

こ
と
で
、よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
医
療
を
行
う

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。帝
京
大
学
医
学
部
附

属
病
院
は
質
の
高
い
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
実
施
す

る
施
設
と
し
て
、2
0
1
8
年
4
月
に「
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」と
し
て
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
2
0
1
9
年
6
月
に
保
険
承
認
さ
れ
た「
が
ん

遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」で
は
、が
ん
組
織
を
用
い

て
、1
0
0
を
超
え
る
多
数
の
遺
伝
子
を
同
時
に

調
べ
、そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
効
果
の

期
待
さ
れ
る
治
療
標
的
遺
伝
子
と
な
る
変
化
が
一

覧
と
し
て
示
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
が
ん
の
部

位
ご
と
、遺
伝
子
ご
と
に
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た

も
の
が
、1
回
の
検
査
で
、診
断
や
治
療
効
果・再

発
リ
ス
ク
な
ど
の
予
測
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
発
が
ん
や
が
ん
の
増
殖
に
関
わ
る
遺
伝
子
は
、

ど
の
場
所
に
が
ん
が
発
生
す
る
か（
肺
が
ん
、消

化
器
が
ん
、乳
が
ん
、骨
や
筋
肉
の
が
ん
な
ど
）に

関
わ
ら
ず
、共
通
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
か
ら
、発
生
し
た
臓
器
に
よ
ら
ず
薬
剤
の

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、個
別
の
が
ん

の
特
徴
に
合
わ
せ
た
薬
剤
選
択
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
6
月
に
公
的
保
険
の
適
応
と
な
っ

た
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
は
、標
準
治
療
が
な

い（
希
少
が
ん
な
ど
）、ま
た
は
標
準
治
療
を
終
了

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）患
者
さ
ん
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
効
果
が
期
待
で
き
る
治
療

薬
が
な
か
っ
た
が
ん
に
対
し
て
、新
た
な
候
補
薬

剤
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
が
ん
医
療
の
可
能
性
を
期
待
さ
せ
る

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」で
す
が
、一
方
で
新
た
な
課

題
も
あ
り
ま
す
。遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
は
あ
く
ま

で
も「
検
査
」で
あ
り「
治
療
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
ず
し
も
治
療
に
結
び
つ
く
遺
伝
子
変
化
が
見
つ

か
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、何
ら
か
の
遺
伝
子
異

常
が
見
つ
か
っ
て
も
、そ
れ
に
対
応
し
た
適
切
な

薬
剤
が
存
在
し
な
い
場
合
や
保
険
適
用
外
な
ど
で

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

検
査
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
な
ど
、課
題
も
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。二
次
的
所
見
と
し
て
、遺
伝

性
腫
瘍
、家
族
性
腫
瘍
に
関
係
す
る
生
殖
細
胞
系

列
変
異
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。治

療
薬
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、こ
う

し
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
や
ご
家
族・

血
縁
者
の
方
に
伝
え
る
か（
あ
る
い
は
伝
え
な
い

か
）、発
症
や
リ
ス
ク
に
関
わ
る
情
報
を
適
切
に

取
り
扱
う
か
と
い
う
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。当
院
で
は
資
格
を
も
っ
た
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
遺
伝
看
護
専
門
看
護
師
、が
ん
治
療
や

遺
伝
医
療
の
専
門
家
か
ら
な
る
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

支
援
室
を
設
置
、が
ん
ゲ
ノ
ム
診
療
外
来
を
開
設

し
、院
内
外
か
ら
の
ゲ
ノ
ム
医
療
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
や
ご
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
ご
紹
介

が
ん
の
ゲ
ノ
ム
医
療
　
大
学
病
院
の
総
合
力
を
も
と
に
質
の
高
い
ゲ
ノ
ム
医
療
を
実
現
し
ま
す
。

Cancer Genomic Medicine

　
当
院
で
は
、ゲ
ノ
ム
医
療
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

新
し
い
情
報
を
、適
切
な
管
理
体
制
の
も
と
で
、

幅
広
い
専
門
性
か
ら
な
る
大
学
病
院
の
強
み
を
生

か
し
て
活
用
し
、有
効
な
治
療
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

詳
細
は
、帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト「
ゲ
ノ
ム
診
療
外
来
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査

遺
伝
子
の
解
析

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ネ
ル
に
よ
る
検
討

適
切
な
治
療
法

担
当
医
か
ら
説
明

遺
伝
子
の
検
査
デ
ー
タ

薬
剤

治
験
・
臨
床
試
験

担
当
医
、病
理
医
、遺
伝
医
療
の
専
門
家
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
の
専
門
家
、 

パ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の

専
門
家
な
ど

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ネ
ル
に
よ
る
検
討

担
当
医
、病
理
医
、遺
伝
医
療
の
専
門
家
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
の
専
門
家
、 

パ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の

専
門
家
な
ど

・
が
ん
の
組
織

・
血
液

※
が
ん
組
織
と
血
液
の

　
両
方
ま
た
は

　
ど
ち
ら
か
が
必
要
で
す

※
保
険
適
用
外
の

　
治
療
法
が
検
討
さ
れ
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
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2019年10月23日（水）
9

03-3964-9849

＊大変お手数ですが、10月7日迄に
お申込みいただけますようお願い申し上げます。
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2019年10月23日（水）Time

Place

第1部
19：00～

第2部
20：00～

講演・活動報告

Ⅰ 講演 「地域がん診療連携拠点病院（高度型）に
 求められるものとは
 ～帝京大学医学部附属病院の取り組み～」
  帝京がんセンター長・腫瘍内科 教授　関　順彦

Ⅱ 活動報告 「がんゲノム医療の現状
 ～プレシジョン・メディシンの実現に向けて～」
  がん登録室長・がんゲノム医療支援室長・腫瘍内科
   准教授　渡邊 清高

Ⅲ 活動報告 「超高精度放射線治療の実践」
  放射線科 病院教授　白石 憲史郎

医療連携室より活動報告

懇親会

地域で支える“医療”

第9回
帝京大学医療連携セミナー

■ 講演会 19：00～　■ 懇親会 20：00～

ホテルメトロポリタン池袋 3階「富士」
〒171-8505 東京都豊島区西池袋1-6-1 TEL.03-3980-1111（代表）

～地域がん診療連携拠点病院（高度型）としての使命～
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特定機能病院
地域がん診療連携拠点病院（高度型）
東京都災害拠点病院

帝京大学医学部附属病院
〒173 - 8606 東京都板橋区加賀2-11-1
TEL.03-3964-1211（代表）
お問い合せ E-mail/renkei@med.teikyo-u.ac.jp

※2019年10月より消費税増税に伴い5,500円となります

JR埼京線 十条駅
　 北口より徒歩約10分
　 北口ロータリータクシー乗り場より約6分

都営三田線 板橋本町駅
　 A1出口より徒歩約13分
　 A1出口より約6分

JR埼京線 板橋駅
　 西口①番のりばより
　　 帝京大学病院経由、王子駅行き 王22 （約8分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 西口より約9分

JR各線 赤羽駅
　 東口⑤番のりばより
　　 高円寺駅北口行き 赤31 （約11分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 西口⑥番のりばより王子駅行き 赤50 （約14分）
　 　「上十条四丁目」バス停下車徒歩約5分
　 西口より約12分

A1出口

板
橋
本
町
駅

3号館

帝京高等
看護学院

地下駐車場入口

バス停「上十条四丁目」

バス停「姥ヶ橋」

国
道
17
号
線（
中
山
道
）

首
都
高
速
5
号
線

救急外来
入口

病院
大学棟
本館

本部
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上の地図は略図のため、実際の地形とは異なりますのでご注意ください。
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バス停「帝京大学病院」

JR京浜東北線・東京メトロ南北線 王子駅
　 北口⑥番のりばより
　　 帝京大学病院経由、板橋駅行き 王22 （約12分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 北口より約9分

JR各線・東京メトロ各線 池袋駅
　 西口より約16分

東武東上線 上板橋駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約13分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分

東武東上線 ときわ台駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約9分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 北口より約12分

※所要時間は日中平常時、最短時間の目安となっておりますので、
　時間帯や道路状況により異なります。
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タクシーをご利用の場合　　 バスをご利用の場合　　 徒歩の場合
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